
(公財)日本ハンドボール協会 

新公式記録用紙対応  リアルタイム作成支援システムの手引き 
 

 2015 年度から公式記録用紙の変更に伴い、山口県ハンドボール協会では、PC スコア入力を前提としたオフィシ

ャル補助作業体制を構築するため、このシステムを作成・使用しております。2021 年から、日本協会会員登録管

理システムが変更されマイハンドボール(MYHANDBALL)となりました。山口県協会では、大会管理で集計される

様式を前提として作成を可能にするためマイハンドボール用に改良しました。このシステムには保護がかかっております。

なお、システムについてのお問い合わせは、山口県ハンドボール協会までお願いします。 

 

１ スコア入力 【外付けのテンキーがあると便利です】 

（１）スコア入力シートは「②入力と①ｽｺｱ重ね印刷」シートです。 

◎入力の基本順序は、①チーム(ＡorＢ)→②背番号→③結果(7mTC、警告等)→④時間(4 桁) 

◎さらに①で入力した相手チームにも警告・退場等があれば、⑤背番号→⑥結果(7mTC、警告等) 

→レフリーのタイミングと順番で入力してください。 

例）Ａ７が退場・レフリータイムアウト(００分５０秒)、Ｂ２による７ｍスローで再開、成功(得点) 

Ｂに７ｍスロー、レフリータイムアウト(○○分○○秒) 、Ａ７が退場、Ｂ２による７ｍスローで再開、成功(得

点) 

そのときの展開にあわせて、チームをＡ・Ｂどちらにしても入力ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○最初は、period を選択し、時間欄に「前 半」と入力。スペースを挟んでください。 

①プルダウンで、チームを選択します。「ｃ１」がＡチーム、「ｋ１」がＢチームです。選択後にチーム名が表記されま

す。 

②背番号を入力 

③結果をプルダウンで選択する。 

④時間を４桁で入力する。 

⑤相手チームの情報もあれば 

続けて背番号、結果を入力する。 

 

☆右側にランニングスコアが表記される 

ので確認する。 

※入力情報の欠落や、ＰＣの破損・故障、停電等に備えて、毎試合手書きのランニングスコア【s2001】を作成す

ることが必要です。シート「Ⅲ」の様式でじゅうぶんである。 



（２）前半、後半、延長・・・7mTC の終了時には、必ず現在の総得点を TD と確認して入力する。 

→前半・後半ごとの得点が表記される。 ここで、得点が異なる場合・・・ 

①誤入力を簡易スコアシートからチェックする。 

②リストにない選手の背番号を入力している可能性 

→該当のチームに登録されていない選手がいないかチェックする。ＴＯに報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）タイムアウトがあれば、時刻を入力する。2 回目のカードには、「前半・後半」を選択する。 

また、警告のチーム累積回数が表記されるので、4 回目の警告を入力しないようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公式記録用紙の印刷 

（１）試合前に、①「試合情報とｻｲﾝ用①印刷」シートで公式記録用紙①(主催者用)に印刷する。 

→このシート上で印刷を実行すると、スコアシートのプレビュー画面が表示されるので印刷実行する。 

→確認サインを受ける。 

（２）試合終了後、②「入力と①ｽｺｱ重ね印刷」シートでサイン入りの公式記録用紙①(主催者用)に追加印刷する。 

→このシート上で印刷を実行すると、得点等、数字等のみのプレビュー画面が表示されるので（１）で印刷し

た用紙を重ね印刷実行する。 

→用紙セットがずれていないこと。 

→印刷後、審判員、ＴＯに確認サインを受け、簡易スコアシートと一緒に本部席へ届ける。 

（３）②③④完成ｽｺｱｼｰﾄ印刷、ﾗﾝﾆﾝｸﾞｽｺｱ印刷は、印刷後チームに配付する。  

  



３ スコアシート作成ファイルのデータ sheet へのコピー 

s5106 の編集データを使用する方法を推奨 

（CSV 生データからでもできるが、編集が必要である。プログラム選手名簿の作成作業の編集データを流用する

方が得策である。） 

（１）sheet1 のＫ,Ｍ,Ｎ列を試合情報とｻｲﾝ用①印刷シートの A49 から値で貼り付ける。貼付後、抽選順に

ソートする。 

（２）sheet3 のＡＦ列の背番号から 101～104 を非表示にする。ＡＦ列で昇順にソートする。次に M 列で昇

順にソートする。 

（３）sheet3 のＭ,Ｎ,ＡＢ,ＡＥ,ＡＦ列を試合情報とｻｲﾝ用①印刷シートのＬ49 から値で貼り付ける。 

（４）sheet3 のＡＦ列の背番号から１～９９番までを非表示にして、101～104 を表示する。ＡＦ列で昇

順にソートする。次に M 列で昇順にソートする。 

（５）sheet3 のＭ,Ｎ,ＡＢ,ＡＥ,ＡＦ列を試合情報とｻｲﾝ用①印刷シートのＵ49 から値で貼り付ける。 

（６）審判員、ＴＯ・ＭＯは、試合情報とｻｲﾝ用①印刷シートのＤ49 から入力する。 

 

（７）①「試合情報とｻｲﾝ用①印刷」シートで、大会情報と当該試合の競技役員を入力し、対戦チームを選択する。 

①日付、大会名、審判員※、大会種別等を入力する。 

 ※審判員・ＴＯ氏名の印字は、試合終了後のスコア重ね印刷時である。（サイン時は空白） 

②Ｂ６、Ｂ８セルに入力する番号を、「組み合わせ表」から特定して入力する。 

 

これで、準備は終了。いざ試合です。 

 

 

 


